
善意に感謝 東日本大震災発生の翌日から市に寄せられた義援金の総額は、９月19日現在、41,094,695円です。 福祉総務課☎70・5613善意に感謝 東日本大震災発生の翌日から市に寄せられた義援金の総額は、４月18日現在、43,083,740円です。 福祉総務課☎70・5613

勤
労
者
・
中
小
企
業
を
応
援

勤
労
者
・
中
小
企
業
を
応
援

種　類 使途 融資限度額 年利の
上限

返済期間
の上限

信用保証
料補助 利子補給

小口事業資金 運転 1000万円 2.1％ ５年 ○ ×設備 2000万円 ７年

経営安定資金
運転 運転資金と設備資

金の合計で3000万
円

1.9％
５年

○ ○
設備 ７年

創業支援資金
運転

運転資金と設備資
金の合計で1000万
円（これから創業
する個人は自己資
金と同額まで）

2.0％
５年

○ ○
設備 ７年

告
示
後
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
対
象
と

な
る
建
築
年
月
日
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

南
関
東
防
衛
局
で
は
、
厚
木
飛

行
場
周
辺
の
告
示
後
住
宅
（
昭
和

61
年
９
月
11
日
以
降
に
建
築
さ
れ

た
住
宅
）に
対
す
る
防
音
工
事
を
、

Ｗ
値
（
う
る
さ
さ
指
数
と
い
わ
れ

る
航
空
機
騒
音
の
基
準
値
）
が
85

Ｗ
以
上
の
区
域
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
１
日
か
ら
、
85
Ｗ
以
上
の

区
域
で
平
成
13
年
９
月
10
日
ま
で

（
改
正
前
は
平
成
８
年
９
月
10
日

ま
で
）
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
に
「
住
宅
防
音
工
事
希
望
届
」

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
た
に
対
象
に
な
り
工
事
を
希

望
す
る
方
は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
希
望
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
受
け
付
け
は
６
月
１
日
か
ら

で
す
（
開
始
日
前
に
提
出
さ
れ
て

も
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。
提
出
先

は
南
関
東
防
衛
局
住
宅
防
音
第
一

課
で
す
。

　

②
登
記
簿
な
ど
公
的
書
類
の
建

築
年
月
日
で
、
対
象
住
宅
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
工
事
は
建
築
年
月
日
の
古
い

住
宅
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

希
望
届
は
、
同
局
、
座
間
防
衛

事
務
所
、
市
基
地
対
策
課
に
あ
り

ま
す
（
同
局

w
w
w
.m
od.go.

jp/rdb/s-kanto/)

。

　

同
局
住
宅
防
音
第
一
課
☎
０

４
５
・
２
１
１
・
７
１
３
９
、
座

間
防
衛
事
務
所
☎
０
４
６
・
２
６

１
・
４
３
３
２
、
市
基
地
対
策
課

☎
70
・
５
６
０
４
。

厚木基地

市役所

東名
高速
道路

丸子
中山
茅ヶ
崎線

東海
道新
幹線

藤
沢
座
間
厚
木
線

◎

着色区域内で、平成13年 9月10日
までに建築された住宅が対象

●融資制度

種　類 補助の内容（上段）
信用保証料
補助 市制度融資の保証料の１／２（今年度末までは上限なし）

利子補給
（２年間）

市経営安定資金と市創業支援資金の約定利子の１／２

県景気対策特別融資（一般枠）の約定利子の１／４

㈱日本政策金融公庫のマル経融資の約定利子の１／２

度
の
利
用
者
を
対
象
と
す
る
信
用

保
証
料
補
助
や
利
子
補
給
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

　

商
工
振
興
課
☎
70
・
５
６
６

１
。

●補助制度

●
対
象
金
融
機
関

　

さ
が
み
農
業
協

同
組
合
、
横
浜
銀

行
、り
そ
な
銀
行
、

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
、
み
ず
ほ
銀

行
、
三
井
住
友
銀

行
、ス
ル
ガ
銀
行
、

八
千
代
銀
行
、
横

浜
信
用
金
庫
、
平

塚
信
用
金
庫
、
三

浦
藤
沢
信
用
金

庫
、神
奈
川
銀
行
、

静
岡
銀
行
、
中
央

労
働
金
庫
、
城
南

信
用
金
庫
、
静
岡

中
央
銀
行
、三
井
住
友
信
託
銀
行
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
茨
城
・
栃
木
・

群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
・

山
梨
県
、
東
京
都
に
所
在
す
る
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
）

●
　

　

前
年
中
に
支
払
っ
た
利
子
に
つ

い
て
、
毎
年
１
月
４
日
〜
31
日
に

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
は
選
べ
る
４
種
類

工
業
活
性
化
事
業
補
助
金
が
拡
充

　

今
年
度
か
ら
一
部
補
助
額
を
拡

充
し
て
い
ま
す
。
四
つ
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
は
一
括
（
工
業
活
性
化
事

業
補
助
金
）
で
も
個
別
で
も
利
用

で
き
ま
す
。
新
事
業
の
展
開
な
ど

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
【
拡
充
】
見
本
市
な
ど
へ
の
出

展
支
援

　

国
内
外
で
開
催
さ
れ
る
見
本

市
・
展
示
会
な
ど
の
出
展
に
必
要

な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。
会
場
使

用
料
・
展
示
品
や
配
布
資
料
の
作

成
委
託
費
・
輸
送
委
託
費
・
通
訳

を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。
条
件
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

販
路
開
拓
な
ど
の
課
題
解
決
に　

企
業
巡
回
訪
問
を
実
施　
　
　
　

　

企
業
技
術
者
Ｏ
Ｂ
や
中
小
企
業

診
断
士
な
ど
の
支
援
専
門
家
と
市

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
市
内
企
業

の
巡
回
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
各
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
、
き
め
細
か
な
支
援
や
大
学
・

公
設
試
験
研
究
機
関
な
ど
へ
の
連

携
を
無
料
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

ま
す
。

企
業
誘
致
を
促
進

売
却
用
地
・
貸
し
工
場
情
報
を
募
集

　

移
転
な
ど
で
遊
休
化
し
た
工
業

系
の
売
却
用
地
や
貸
し
工
場
の
情

報
を
、
地
権
者
や
宅
地
建
物
取
引

業
者
か
ら
集
め
て
い
ま
す
。
情
報

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

市
内
進
出
な
ど
を
希
望
す
る
企
業

に
提
供
し
ま
す
。
掲
載
無
料
。

綾
瀬
ら
し
さ
を
伝
え
る　
　
　
　

新
商
品
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か　
　

　

市
内
商
業
者
に
、
新
商
品
の
開

発
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

販
売
開
始
か
ら
１
年
以
内
の
綾
瀬

ら
し
さ
の
あ
る
商
品
（
飲
食
物
）

が
対
象
。
補
助
額
は
開
発
経
費
の

２
分
の
１
で
、
10
万
円
が
上
限
。

障
害
者
雇
用
事
業
所
に　
　
　
　

報
奨
金
を
交
付　
　
　
　
　
　
　

　

市
内
で
１
年
以
上
継
続
し
て
営

業
す
る
中
小
企
業
で
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

の
障
害
者
を
１
年
以
上
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
が
対
象
。
雇
用
さ
れ

て
い
る
障
害
者
１
人
に
つ
き
年
額

４
万
円
を
５
年
間
交
付
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

奨
励
補
助　
　

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
か
市

商
工
会
（
特
定
退
職
金
制
度
）
と

共
済
契
約
を
締
結
し
た
中
小
企
業

者
で
、
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
事
業
主
が
対
象
。
中
小
企
業
者

が
従
業
員
の
た
め
に
支
払
っ
た
退

職
金
共
済
掛
金
の
10
％
以
内
で
、

対
象
者
１
人
に
つ
き
月
額
５
千
円

が
上
限
。

中
小
企
業
融
資
制
度　
　
　
　
　

　

内
容
は
表
の
と
お
り
。
こ
の
制

委
託
費
な
ど
が
対
象
。
補
助
額
は

対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
、
20
万

円
が
上
限
（
団
体
の
場
合
は
３
分

の
２
で
30
万
円
が
上
限
）。

②
人
材
育
成
支
援

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
関
東
（
横

浜
市
旭
区
）
と
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
（
海
老
名
市
下
今
泉
）
が
実

施
す
る
技
術
者
研
修
の
受
講
費
用

を
補
助
し
ま
す
。
補
助
金
額
は
受

講
料
の
２
分
の
１
で
、
20
万
円
が

上
限
。

③
産
業
財
産
権
の
取
得
支
援

　

特
許
権
・
意
匠
権
・
商
標
権
・

実
用
新
案
権
の
出
願
・
審
査
請
求
・

登
録
（
初
回
分
の
み
）
や
、
弁
理

士
な
ど
へ
の
委
託
費
用
な
ど
に
必

要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。
補
助

額
は
対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
、

10
万
円
が
上
限
。

④
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
無
料
派
遣

　

経
営
革
新
・
販
路
拡
大
・
新
規

事
業
展
開
な
ど
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
に
、
中
小
企
業
診
断

士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
Ｉ
Ｔ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
専
門
家

対
象
金
融
機
関
が
拡
大

勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
給
制
度

　

市
内
に
住
宅
を
新
築
、
購
入
か

増
改
築
す
る
た
め
、
市
が
指
定
す

る
金
融
機
関
か
ら
住
宅
資
金
の
融

資
を
受
け
た
勤
労
者
に
利
子
補
給

金
を
交
付
し
ま
す
。
最
長
で
融
資

の
返
済
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
カ

月
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

24
年
４
月
１
日
以
降
の
借
入
金

が
対
象
で
す
。

●
対
象

　

申
請
す
る
と
き
に
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
。

①
職
業
の
種
類
を
問
わ
ず
、
事
業

所
か
事
務
所
に
使
用
か
雇
用
さ

れ
、賃
金
を
支
払
わ
れ
て
い
る（
法

人
代
表
者
、
役
員
な
ど
で
雇
用
関

係
に
無
い
方
は
除
き
ま
す
）

②
市
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
居
住

す
る
住
宅
を
新
築
、
購
入
か
増
改

築
し
た

※
居
住
以
外
の
用
途
と
併
用
を
し

た
建
物
は
対
象
外
。
増
改
築
は
、

建
築
確
認
申
請
を
行
っ
た
物
件
が

対
象
。

③
利
子
補
給
金
の
申
請
時
に
、
新

築
・
購
入
・
増
改
築
し
た
、
自
己

が
所
有
す
る
住
宅
に
居
住
し
て
い

る④
金
融
機
関
へ
の
借
入
金
の
返
済

が
完
了
し
て
い
な
い

※
借
り
換
え
は
利
子
補
給
の
対
象

外
。

⑤
納
期
限
の
到
来
し
た
市
税
を
完

納
し
て
い
る

●
利
子
補
給
の
金
額

　

融
資
額
の
う
ち
５
０
０
万
円
を

対
象
に
、
前
年
中
に
支
払
っ
た
利

子
額
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
は

月
額
１
万
９
６
３
円
）。
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